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　平成１８年４月から東京大学を中心とする「サステ
イナビリティ学連携研究機構（IR3S）」がスタート
しました。
　この連携研究機構は、東京大学を基幹校に、京都
大学、大阪大学、北海道大学、茨城大学が正式メン
バーとして参加し、更に東北大学、千葉大学、国立
環境研究所、東洋大学が協力機関として参画して、
地球環境と社会の持続性（サステイナビリティ）を確
保するための新しい学問の創造を目指しています。
　本学は、「アジア・太平洋の地域性を生かした気候
変動への適応」をテーマにその国際的な研究教育の
拠点づくりを目指して「地球変
動適応科学研究機関」（Institute 
for Global Change Adaptation 
Science：ICAS）を平成１８年５
月１日に設置しました。サステ
イナビリティ学に関する本学の
研究者の多くが参加する、文
系・理系を貫く全学横断型の研
究組織として、全学を挙げた取
組みを推進しています。
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　「サステイナビリティ」は、「環境の世紀」と呼ば
れる２１世紀の最重要キーワードの１つで、「持続可
能性」と訳されます。国際社会が抱える喫緊の課題
を解決し、地球社会を持続可能なものへと導くビ
ジョンを構築するために、その基礎となる新しい超
学的な学術が「サステイナビリティ学」です。
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　サステイナビリティ学連携研究機構（Integrated 
Research System for Sustainability Science : IR3S）は
文部科学省科学技術進行調整費（戦略的研究拠点育
成）によって平成１８年から２１年度の４年間行うプロ
ジェクトです。その後の継続も計画されています。
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水戸市文京２－１－１　　TEL　０２９－２２８－８００７
茨城大学HP　http://www.ibaraki.ac.jp
同窓会連合会HP　http://www.ibaraki.ac.jp/rengou/

ICAS の組織と運営

　昨年９月の連合会発足から、はやくも半年、遅
ればせながら、会報・創刊号をお送り致します。
それぞれ、発足の時期や運営形態を異にする個性
ある５つの同窓会ですが、茨城大学という土壌に
生まれ育ち、大学・後輩を愛するという一点では、
一致しております。連合会は、各同窓会間の架け
橋となり、茨城大学発展のため尽くせればと念じ
ております。
　創刊号は、設立総会・パーティの様子を中心に、
役員名簿、規約を掲載し、当連合会の概要をご理
解いただけるような誌面としてみました。 （Ｋ．Ｉ）
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　茨城大学ロゴ・マークは、
「校章」とは別に茨城大学の
広報・宣伝活動のシンボル
として作成しました。

　このロゴ・マークの制作意図及び制作者は次の
とおりです。
������『茨城大学のイニシャル“Ｉ”の小文
字をモチーフとし、できるかぎりシンプルな造
形として「学問の灯」を表現し、単純明快なが
ら大学らしさを表現したものです。』

�����佐藤　晃一氏（佐藤晃一デザイン室）

������

������ � � � �

��������	��


���

　茨城大学同窓会連合会会長

 室伏　勇

　平成１８年９月３０日、茨城大学
同窓会連合会が発足しました。

５つの学部同窓会（文理・人文学部同窓会、理学部
同窓会、教育学部同窓会、多賀工業会、農学部同窓
会）の統合団体として設立されたのです。
　まず最初の２年間を私が会長として会を代表する
ことになりました。今まで以上にご支援、ご鞭撻の
ほど、よろしくお願い申し上げます。
　大学の同窓会を一つにし、同窓会としての結束を
高めるという構想は、茨城大学が法人化されるに伴
い、現実性を帯びてまいりました。少子高齢化、大
学全入時代の到来等々と相まって大学間競争が熾烈
となり、大学に対する学生の魅力を高めるために
も、また社会連携事業などに当たって同窓生の役割
に期待するうえにも、同窓会の一本化が望まれるよ
うになりました。大学からの強い要請もあって、連
合会構想は急速に実現しました。
　学部の同窓会はそれぞれ独自に活動してきました
が、学部の垣根を越えた横断的かつ有機的な活動や
茨城大学との連携は必ずしも十分とは言えませんで
した。しかし、連合会が設立されたこれからは違い
ます。学部同窓会と密接な交流、親睦を図りつつ、
大学との連携協力も緊密にしていく考えです。
　そして社会連携事業等にも積極的に役割を果たし
ていきたいものと思っています。切に皆様方のご協
力をお願いする次第です。

 茨城大学長　　菊池　龍三郎

　「茨城大学同窓会連合会」の設
立記念式典が、橋本県知事をは
じめとする多くのご来賓の方々、

さらに各界でご活躍の同窓の諸先輩のご出席のもと
に平成１８年９月３０日に盛大に挙行されました。設立
に至るまで種々ご尽力下さった各学部の同窓会長は
じめ、関係者の方々に心からの謝意を表します。
　また、室伏　勇初代会長はじめ役員の方々には、
今後とも連合会の組織の充実、ひいては本学の発展
にご支援下さいますよう切にお願い申し上げます。
　これまで５０数年にわたる本学の歴史は、実に各学
部同窓会のご支援を抜きには語れません。法人化後
は一層、国立大学にとって、どれくらい多くの同窓
の方々にサポーターになって頂けるかが大変重要な
課題となっております。一方、法人化後、同窓生の
方々の大学に寄せる関心や期待は、出身学部の枠を
超え、大学全体へと広がってきております。そのた
め、本学としても、卒業生全体との関係をより緊密
にするためにも、同窓会連合会を組織して頂くこと
が必要であるとの認識を強くもっておりました。
　その意味からも今回の連合会の設立は大変に時宜
を得たものであると考えております。
　来年度は法人化して四年目に入りますが、私達も
前途に希望をもって着実に大学を発展させていきた
いと考えております。今後とも同窓会連合会の皆様
には、茨城大学の発展のために絶大なるご尽力、ご
支援を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶といた
します。
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国立大学法人茨城大学正門（水戸キャンパス） 理学部総合研究棟（平成１５年１２月２５日竣工）
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名誉会長　菊　池　龍三郎 （茨城大学長）
顧　　問　山　形　耕　一 （茨城大学副学長）
顧　　問　村　中　知　子 （茨城大学副学長）
会　　長　室　伏　　　勇 （文理・人文学部同窓会会長）
副 会 長　堀　川　賢　壽 （教育学部同窓会会長）
副 会 長　鈴　木　昌　友 （理学部同窓会会長）
副 会 長　寺　門　龍　一 （多賀工業会会長）
副 会 長　赤　塚　尹　巳 （農学部同窓会会長）
代表幹事　飯　塚　和　之 （文理・人文学部同窓会幹事）
幹　　事　佐　藤　和　夫 （文理・人文学部同窓会幹事長）
幹　　事　佐　藤　瑛　一 （教育学部同窓会幹事長）
幹　　事　大　橋　弘三郎 （理学部同窓会常任理事）
幹　　事　鶴　田　浩　一 （多賀工業会理事長）
幹　　事　正　木　武　治 （農学部同窓会幹事長）
会計監事　鈴　木　暎　一 （教育学部同窓会会計監査）
会計監事　白　井　　　誠 （農学部同窓会学内幹事）

　平成１８年９月３０日に設立総会・設立記念パー
ティーが開催され、各学部同窓会間の情報を共有
し、大学との連携を図ることを目的として、「茨城
大学同窓会連合会」が発足しました。これを契機

に卒業生を「茨城大学サポーター」に位置づけ、
同窓会と大学間の橋渡し役となることが期待され
ています。また、地域社会へ開かれた大学を目指
す一環としても連携・交流を活発化させ、地域社
会への貢献を目指しております。
　会則・役員は別掲のとおりです。

挨拶する室伏勇会長

校歌演奏「本学学生サークル　吹奏楽団」

橋本昌茨城県知事からのご挨拶

仕舞「高砂」を披露　多賀工業会会員
（佐々木正祥氏・小林正典氏）
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天地にあまねき　真理を求めて
青春四方に　相寄るところ
ひとしく希望の　ひとみをあぐれば
山あり海あり　河あり野あり
踏みゆく自由の道ひろし

新たに正しき　社会に立つべく
伝統歴史の深きを誇れ
かざすや梅花の　薫もあふれて
健康友情　力と意気に
平和と文化の風清し

茨城大学われらこぞれり
学園われらのためにあり
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作詞：土岐善麿　　作曲：平井康三郎
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５つの学部同窓会（文理・人文学部同窓会、理学部
同窓会、教育学部同窓会、多賀工業会、農学部同窓
会）の統合団体として設立されたのです。
　まず最初の２年間を私が会長として会を代表する
ことになりました。今まで以上にご支援、ご鞭撻の
ほど、よろしくお願い申し上げます。
　大学の同窓会を一つにし、同窓会としての結束を
高めるという構想は、茨城大学が法人化されるに伴
い、現実性を帯びてまいりました。少子高齢化、大
学全入時代の到来等々と相まって大学間競争が熾烈
となり、大学に対する学生の魅力を高めるために
も、また社会連携事業などに当たって同窓生の役割
に期待するうえにも、同窓会の一本化が望まれるよ
うになりました。大学からの強い要請もあって、連
合会構想は急速に実現しました。
　学部の同窓会はそれぞれ独自に活動してきました
が、学部の垣根を越えた横断的かつ有機的な活動や
茨城大学との連携は必ずしも十分とは言えませんで
した。しかし、連合会が設立されたこれからは違い
ます。学部同窓会と密接な交流、親睦を図りつつ、
大学との連携協力も緊密にしていく考えです。
　そして社会連携事業等にも積極的に役割を果たし
ていきたいものと思っています。切に皆様方のご協
力をお願いする次第です。

 茨城大学長　　菊池　龍三郎

　「茨城大学同窓会連合会」の設
立記念式典が、橋本県知事をは
じめとする多くのご来賓の方々、

さらに各界でご活躍の同窓の諸先輩のご出席のもと
に平成１８年９月３０日に盛大に挙行されました。設立
に至るまで種々ご尽力下さった各学部の同窓会長は
じめ、関係者の方々に心からの謝意を表します。
　また、室伏　勇初代会長はじめ役員の方々には、
今後とも連合会の組織の充実、ひいては本学の発展
にご支援下さいますよう切にお願い申し上げます。
　これまで５０数年にわたる本学の歴史は、実に各学
部同窓会のご支援を抜きには語れません。法人化後
は一層、国立大学にとって、どれくらい多くの同窓
の方々にサポーターになって頂けるかが大変重要な
課題となっております。一方、法人化後、同窓生の
方々の大学に寄せる関心や期待は、出身学部の枠を
超え、大学全体へと広がってきております。そのた
め、本学としても、卒業生全体との関係をより緊密
にするためにも、同窓会連合会を組織して頂くこと
が必要であるとの認識を強くもっておりました。
　その意味からも今回の連合会の設立は大変に時宜
を得たものであると考えております。
　来年度は法人化して四年目に入りますが、私達も
前途に希望をもって着実に大学を発展させていきた
いと考えております。今後とも同窓会連合会の皆様
には、茨城大学の発展のために絶大なるご尽力、ご
支援を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶といた
します。
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国立大学法人茨城大学正門（水戸キャンパス） 理学部総合研究棟（平成１５年１２月２５日竣工）




